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Tは熱浴の温度､Tは熱浴との間の摩擦係数､ea(i)は Gaussianwhitenoiseと
する.KcとLはフィラメント (1次元鎖)の要素間のバネ定数と自然長omc,
mhとmoは各要素の質量を表す｡相互作用ポテンシャル Vは図1にあるよう
な非対称型.ここで述べた結果はT､Eo以外のパラメーターは全て固定して得
られた結果である｡
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